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Top News 

９月１２日（月）、当社職員の高田暁仁さん（21）
が、京都府知事から「優良勤労者奨励賞」の表彰を

受けました。これは、職業人として業績を上げてい

る障害のある個人を対象に京都府知事が表彰するも

ので、「就職している若年者の重度障害者等で、日々

研さんに努め、同僚等から評価され、他の模範と認

められる」というのが今回受賞に至った理由です。   

高田さんは、平成２１年４月に当社に入社し、経

理資料の作成や給与計算処理、季刊紙の製作・発行

など、事務部門の要としての役割を担っています。

また、デイサービス和（なごみ）では、生活支援員

として利用者のバイタルサインの計測や食事介助に

も当たっています。昨年の１０月にはアビリンピッ

ク全国大会のワードプロセッサ部門で銀賞受賞の快

挙も成し遂げました。 

「高田君に資料を頼むと、予想より１～２時間は

早く仕上がってきます。ただ仕事が速いだけじゃな

く、その正確さにいつも助けられています。」と上

司からも信頼の厚い彼ですが、今回の受賞にも「皆

さんのおかげです。」と照れくさそうに控えめなコ

メント。この素直で謙虚な性格も彼が職場で同僚に

慕われる理由の一つかも知れません。 

事務職の仕事は毎日のルーチンの積み重ねです。

毎月当たり前のように仕上がる資料や帳票。高田さ

んの「ひた向きな努力」が私たち銭形企画の介護サ

ービスの基盤を支えてくれています。高田さん、本

当におめでとう！ 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

デイサービス和（なごみ）では、10 月 24 日（月）から 28 日（金）まで秋の運動

会を行いました。毎年恒例となりましたこの行事、今年も玉入れやパン食い競争などお

馴染みの種目を始め、風船割りゲームや大玉転がしなど日替わりの種目もあります。 

Activity Report 

 
 
 
紅葉狩り   １１月下旬 

温泉旅行   １２月６日（火）・１２月７日（水） 

 

まずは赤チームと白チームに分かれ

て競技開始！両チームのキャプテンに

よる力強い「選手宣誓」の後、みんなで

大声をあげての「応援合戦」。どちらの

チームも負けず劣らずの大声援が飛び

交いました。 

次の競技は、運動会といえばこの種目

「玉入れ」。始めの合図から終わりの合

図まで無数の玉が宙に舞い、白熱した投

げ合いとなりました。 

 

Go for it! 

玉入れの後は、日替わりの種目です。月

曜日から金曜日まで毎日違う種目で競い

ました。 

最後の種目は「パン食い競争」。紐で上

から吊るされたパンを口で・・・ナイスキ

ャッチ！そして美味しく頂きました。 

 



 
  
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Column  

Information 

気が付けば１１月、今年は東日本大震

災、台風による洪水被害など季節が変わる

ごとに大きな自然災害が起こり、未だ被災

地やその周辺地域では、過酷な生活を余儀

なくされ、苦しい思いをされている人々が

沢山います。何か楽しいことや嬉しいこと

があっても諸手を挙げて心の底から喜べ

ない。今年はそんな心持ちの方も多いので

はないでしょうか？ 

でも、こんな状況下だからこそ逆に、家

族に関わる喜び事を耳にすると、いつにも

増して感慨深いものがあります。銭形企画

では今年、職員の中に子供さんが結婚され

た人、お孫さんが出来た人、妊娠や出産を

した人など、家族生活の中で嬉しい出来事

のあった人が多くいました。それらの吉報

を聞くたび、“幸せのお裾分け”を頂いた

ようなそんな気持ちになりました。 

 大手広告代理店が東日本大震災後に行

なった調査によると「家族は自分にとって

かけがえのないもの」、「家族の絆を大切に

したい」と考える人が増えたとのことで

す。大災害を契機として家族の存在や絆と

いうものの大切さをこれまで以上に意識

する人が増えた結果のようです。 

 私たちは、仕事を通じて色々なご家族と

出会いますが、どんなに介護技術を磨いて

みても「やっぱり家族さんには敵わないな

ぁ。」と思う瞬間があります。諸々の事情

でご家族が直接は介護に関われないお宅

でも、訪問すると冷蔵庫がご馳走でいっぱ

いになっていたり、季節の変わり目には新

しい洋服が用意されていたり、時折、利用

者さんとご家族との温かい絆に触れる機 

会があります。また、利用者さんから遠方

に住むお子さんやお孫さんの自慢話を聞 

かされることもしばしばで、話をする利用

者さんの嬉しそうな顔を見ていると、聞い

ている私まで嬉しくなってきます。 

「家族の絆が大切」という当たり前過ぎ

て日頃は意識しないこの事柄。大災害の教

訓、同僚からの“幸せのお裾分け”、そし

て日々の介護の現場から垣間見える家族

愛。この一年、様々な出来事の中にこのこ

とを感じさせられたような気がします。 

（執筆：上原啓輔） 

 

日 時 ：11 月 16 日（水） 

１：45 ～ 3：00 

ところ ：デイサービス和（なごみ） 

メニュー：パウンドケーキ 

コーヒーや紅茶などとセットで

\100 です。 

 



 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
銭形企画訪問介護事業所  １２月３０日（金）～１月３日（火） 

（一人暮らしや重度の利用者様を優先して派遣いたします。） Let’s ゼニガタ 
デイサービス和（介護保険） 

１２月３１日（土）～１月３日（火） 
デイサービス和（自立支援） 
 
 
 
 
 当社では、平成２３年１０月１日付で Let’ｓゼニガタ（居宅介護事業・重度訪問介護事

業・行動援護事業・移動支援事業）の人事異動を行いましたのでお知らせいたします。 
氏名 新所属／役職 旧所属／役職 
白杉 陽子 長期休暇により退任 Let’ｓゼニガタ サービス提供責任者 
高橋 弘江 Let’ｓゼニガタ サービス提供責任者 登録ヘルパー 
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この度、Let’s ゼニガタのサービス提供責任者に着任しまし

た高橋弘江と申します。まだまだ非力ですが、皆様のご指導

のもと進歩していきたいと思います。誰しも「この人と一緒

にいるとほっとする。」という経験があるでしょう。それは、

相手との関係において、そこに自分の居場所があり、相手に

認められることによって自分の存在意義が出来るからではな

いでしょうか？利用者様にもそのような「ほっとしていただ

ける」介護職でありたいと思っております。これからも何卒

宜しくお願い申し上げます。 

《着任のごあいさつ》 

「銭形通信」は、（有）銭形企画の情報公表の一環としてご利用様ならびに関係機関のみなさまにお渡ししております。 

当社では、年末・年始は下記のとおり事務所及び施設をお休みさ

せていただきます。 
なお、ホームヘルパーの派遣につきましては、勤務するヘルパー

の数が平常時より少なくなるため、重度の方やお一人暮らしの方な

ど、ご家族様による対応が難しい利用者様を優先して派遣させて頂

くこととなります。また、依頼の多寡によっては派遣時間の変更を

ご相談させていただく場合もございますので予めご了承下さい。 
 


